
☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

コウベファッションソサエテイ

]1K.]F､Ｓ・news9i92駕繭驚駕､弱L鰻“
●２月のマンスリーサロン“人財り”第７回

者の Iま
指導力の証(あかし）

熱心に聞き入る会員のみなさん

今回で、第７回目になるテーマー人
財り一が、２月1 7 日( 金) 、市立勤労会
館において、講師に㈱ワールド会長木
口衛氏を迎えて開かれました。
「私は､ 岡山のかた田舎で生まれ､ 昭和
１３年には中国の天津に渡りました。天
津から上海に移り、そこではお米屋さ
んの番頭をしていたのです。リヤカー

ｌで米の商いをしていたのですが、その
129当時、現三洋電機の井植薫さんが工場
｜長をしておられた松下電器の工場には

大変お世話になりました。おまけにた
った1 7 才の少年にチャキチャキの働き
ざかりの方々が私に「ごくる一さまで

講師木口衛僻ﾜ ｰ ﾙ ド会鱒
す』と大きな声で
元気よく挨拶をし
てくれるのです。
私にはあの時のこ
とが今でもどうし
ても忘れられませても』忘れられませ木口衛氏

ん。『もし自分が会社を建てるなら、
こんな会社に絶対したい』と夢見たも
のです。エンパイヤーを退職し、今の
畑| 崎社長と㈱ワールドを設立したのが
昭和3 3 年で、私がこの1 6 年間で思うこ
とといえば、経営者もしくは人の上に
立つものは、常に自分の後姿で部下を
指導しなければいけないということ。
教育しようと思っても、人は変わらな
い。また会社・組織の運営とは、頭や
知識ではなく、自分のやり方考え方で
しょう。知識としてわかってはいて
も、経験でないと社会ではものが言え
ません。最後になりますが、経営者の
方にはぜひ社員（働いている人間）を
大事にしてあげてほしいですね。勇気
をもって｡ 」

スウィング第３号発行決定〃
第１号・２号と好評だったスウィング（ＫＦＳ会
誌）第３号を発行することが決定しました。
神戸の地場ファッション産業を紹介する特集ペー
ジでは、２号の‘‘ケミカルシューズ" につづき" 紳
士服”を取り上げることになっています
⑳服飾デザイナー藤井美智子さんよりメッセージ

「" 和服と洋服地のハーモニー" ･ 和服のリフォー
ム、反物、洋服地などの良さを新しい感覚でとら
え、洋服にしてみました。布がもっている特長を
生かし楽しく装い、ショー
だけでなくそのまま街に着
て出かけて頂ける服を作る
のが私の夢であり、モット
ーです」来る４月2 8 日には
生田神社会館に於て生波奏
を混じえたショーが開かれ
ます。

驚蕊

神戸ファッション研究所
誰支基金募集中／

●４月－１恒例公開講座一
日時／４月４日( 水) ＰＭ６：３０開演
場所／市立勤労会館７Ｆ大ホール
テーマ／：' 8 4 秋冬物ヨーロッパ・ニューヨ

ークファッション動向：
講師にナクトアトリエの立亀畏三さんを迎え
てヨーロッパ・ニューヨークのフ丁ヅション
最新↑i 蝿を存分に語っていただきます。
もちろんｽ ﾗ ｲ ド付きです。( ¥ 2 , 0 0 0 ）
●５月一恒例野外研修一
倉敷、大原美術館（新幹線利用）の予定です

●４月の理事会
日時／４月1 3 日( 金) ＰＭ６：００
場所／灘区篠原の謹国神社にて
会費／￥5 0 0 0
護国神社においてお花見を行なう予定です。
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潤
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130

ＢｏｏＫ
●
ｖ
・
モ
ロ
ゾ
フ
氏
の
物

語
が
本
に
な
り
ま
し
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
製
菓
を
築
い

た
ワ
レ
ン
テ
イ
ン
。
Ｆ
・

モ
ロ
ゾ
フ
氏
は
一
家
で
帝
政
ロ

シ
ア
に
国
籍
を
残
し
た
ま
ま
、

二
度
と
故
国
へ
戻
ら
な
い
亡
命

者
と
し
て
大
正
妬
年
、
神
戸
に

や
っ
て
き
た
。
ワ
レ
ン
テ
ィ
ン

の
夢
は
神
戸
で
世
界
に
通
用
す

る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
造
る
こ
と

〃
モ
ロ

マ
ソ
フ
〃

の
商
号

を
失
い

〃
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
″
と
い
う

名
前
の
も
と
に
生
き
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
モ
ロ
ゾ
フ
一
家
の
ス

ト
ー
リ
ー
。
著
者
は
早
稲
田
大

学
で
ロ
シ
ア
文
学
を
専
攻
し
た

と
い
う
川
又
氏
。
ワ
レ
ン
テ
イ

ン
の
頑
固
で
、
で
も
暖
か
い
人

柄
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■
「
大
正
卜
五
年
の
聖
パ
レ
ン
ク
イ
ン
」

川
又
一
英
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊

１
２
０
０
円

S ＰＯＴ
⑨
サ
ン
・
ミ
ョ
シ
ヤ
「
籾

春
夏
物
受
注
会
」

２
月
妬
日
（
日
）
、
”
日

（
月
）
の
２
日
間
、
大
丸
前

の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ン
。

ミ
ョ
シ
ャ
で
春
夏
物
の
受
注
会

が
開
か
れ
た
。
「
天
野
武
文
の

華
麗
な
世
界
」
と
題
し
て
行
わ

れ
た
。

「
今
回
特
に
目
立
っ
た
の
は
、

若
い
人
向
け
の
プ
レ
タ
が
多
か

っ
た
こ
と
で
す
ね
。
カ
ラ
ー
は

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
や
ロ
イ

ャ
ル
ブ
ル
ー
な
ど
鮮
か
な
色
が

人
気
が
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
店

長
の
亀
甲
さ
ん
。
ハ
イ
カ
ラ
神

戸
の
街
並
み
に
よ
く
似
合
う
奥

灘
今年の流行は

パステル

様
、
お
嬢
様
方
、
今
年
の
春
夏

は
、
サ
ン
・
ミ
ョ
シ
ャ
が
お
送

り
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
素
敵

な
オ
シ
ャ
レ
洋
一
。

E ＶＥＮＴ
●
ユ
ー
ハ
イ
ム
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
記
念
講
演

昨
年
末
に
発
足
し
た
財

団
法
人
ユ
ー
ハ
イ
ム
体
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の
第
１

回
記
念
講
演
会
が
、
３
月
５
日

（
日
）
、
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
大
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
テ

ー
マ
は
「
皿
世
紀
に
生
き
る
私

達
の
健
康
」Ｉ蕊ii雲’

パネルディスカッション風景

元
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
サ

岡選ツ
野手力
俊・Ｉ

一
郎
氏

の
「
ス

ポ
ー
ッ
の
醍
醐
味
」
、
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
体
操
選
手
・
小
野
清

子
さ
ん
の
「
家
庭
婦
人
と
ス
ポ

ー
ツ
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
続
い
て

神
戸
市
サ
ッ
カ
、
‐
協
会
会
長

の
河
本
寿
男
氏
〈
ユ
ハ
イ
ム

社
長
〉
を
ま
じ
え
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た

そ
の
内
容
は
、
教
育
・
行
政
に

か
か
わ
る
問
題
提
起
を
ま
じ
え

ス
ポ
ー
ツ
と
食
物
の
重
要
性
を

改
め
て
考
え
直
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
昭
和
訂
年
に
「
健
康

元
年
」
を
宣
言
し
た
兵
庫
県
だ

け
あ
っ
て
、
会
場
に
集
っ
た
約

５
０
０
名
は
、
熱
心
に
講
演
な

ど
を
聞
い
て
い
た
。

ＮＥＷＳ
●
リ
ザ
よ
り
加
周
年
記
念

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
パ
ッ
ク

今
年
で
加
周
年
を
迎
え

た
り
ザ
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
〃
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
パ
ッ
ク
″
と
い
う
１
０

０
０
０
０
円
分
の
リ
ザ
商
品
券

を
発
売
。
お
買
上
げ
の
方
全
員

を
リ
ザ
・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
Ⅷ
。

１
泊
２
日
船
の
旅
に
ご
招
待
／

貴
婦
人
の
気
分
で
ル
ー
レ
ッ
ト

や
バ
カ
ラ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
オ

シ
ャ
レ
な
デ
ィ
ス
コ
や
映
画
試

写
会
占
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
な
ど

…
憩
い
の
ひ
と
と
き
は
ピ
ア
ノ

・
バ
レ
ー
で
ゆ
っ
た
り
と
。
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
船
旅
の
最
後

に
は
、
愉
快
な
ピ
ン
ゴ
ゲ
，
ム

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
用

い
さ
れ
て
い
る
。
出
発
日
は
６

月
１
日
（
金
）
と
２
日
（
士
）
で
希

食婦人の気分で
望
の
日
に

乗
船
で
き

はる
、自◎
ノ、
ツ
〃
〆

５
０

０
円
券
を

２
０
０
枚
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
、

自
由
な
組
合
せ
も
可
能
。
贈
り

物
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
好
適
で

す
。こ

の
パ
ッ
ク
は
限
定
数
１
０
０
０
個
で

４
月
釦
日
ま
で
販
売
さ
れ
る
。
お
支
払
い

は
、
現
金
ま
た
は
、
蚕
ス
プ
リ
カ
ー
ド
で

（
分
割
払
い
も
可
）

詳
し
く
は
、
リ
ザ
サ
ロ
ン
神
﹈
星
全
店
倉

０
７
８
１
３
９
１
６
８
０
６
。
他
、
お

近
く
の
リ
ザ
サ
ロ
ン
ま
で
。

鰐

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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写

１
１３１
１

TＯＰＩＣＳ
、
神
戸
・
楠
公
前
の
カ
フ

ェ
・
ド
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
が

３
月
１
日
（
木
）
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
店
内
は
マ
シ
ュ
マ

ロ
ホ
ワ
イ
・
吟
・
を
べ
Ｉ
ス
に

木
づ
く
り
の
床
、
テ
ー
ブ
ル
、
ワ

イ
ン
レ
ッ
ド
の
椅
子
、
と
、
端
賜
咋

で
シ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
。
メ
ー
ー
ュ
ー

も
よ
り
豊
富
に
。
お
す
す
め
は
、

お
客
槌
が
選
ぶ
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー

・
１
９
８
０
円
（
Ａ
Ｍ
皿
紳
叩
Ｉ

で
、
ス
ー
プ
か
ら
デ
ザ
ー
ト
、
ド

リ
ン
ク
に
至
る
ま
で
す
べ
て
自
分

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン

サ
ー
ト
の
知
り
に
で
も
、
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

カ
フ
ェ
・
ド
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン

ロ
（
３
５
１
）
１
１
４
９
Ａ
Ｍ

８
叩
叩
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
妙
”
無
休

●
セ
ン
ク
ー
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
の
り
ザ

サ
ロ
ン
神
戸
本
店
で
、
２
月
溺
日

（
土
）
、
フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ー
ー
を
は
じ
め

と
す
る
海
外
の
コ
レ
ク
シ
■
ン
も

の
、
ピ
ル
ダ
ジ
ュ
‐
ル
な
ど
、
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
か
ら
ダ
ウ

ン
、
リ
ゾ
ー
ト
着
ま
で
塑
点
の
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
洋
服
が
勢

揃
い
。
金
粉
に
は
、
一
足
早
い
春

の
番
り
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
し
た

宮
（
３
９
１
）
６
８
０
６

、
中
川
衣
裳
店
で
は
、
４
月
鵡
日

（
日
）
・
舞
子
ビ
ラ
で
、
今
年
の
新

作
を
含
む
「
花
鯨
衣
裳
展
示
会
」

を
開
惟
。
、
時
か
ら
５
時
ま
で
。

詳
し
く
は
（
３
３
１
）
７
５
２
４
へ

⑤
ふ
ぐ
・
天
ぷ
ら
・
寿
司
の
栄
弥

の
奥
橡
・
山
崎
文
子
さ
ん
（
舵
）

が
、
２
月
Ｍ
円
、
お
亡

な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥

り
い
た
し
ま
半
も

く
な

編
を
おり
折に

蕊
③マイケルジェイズ倶楽鶴から
パイ＆コーヒーを
今、注｢ ･ I を浴びている誇塞園
にあるパイ＆レストラン・マイ
ケルジニイズ倶楽部から、お好
き赦パイとコーヒーのセヮトを
1 0 名橡にプレ
パイ、あなた
か。

に。お受け取りはさんちかスイ
ーツタウン内本高砂屋まで。

ＰＥＯＰＬＥ〈1 9 ＞

③お料理を気楽に楽しんでほしい
本多三郎さんく北野クラブ取締役､ 湖理部長＞
「料理の食べ方を見れば、お客様が満

足しておられるかどうかわかります。お
客様により満足していただくために、料
理のメニューや量も相談して決めること
もできるので気楽に話しかけてほしい」
と本多さん。
「今ある料理だけでなく、今後はフラ

ンス料理に和風をアレンジしたメニュー
を加えていきたい」と意欲満々である。

P R E S E N T
C ＯＲＨＥＲ

▼
応
郵
方
法
、
莱
沓
に
住
所
、
氏
名
、
危
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

胴
．
ｉ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
寡
下
さ
い
。
４
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
替
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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月
の
光
り
の
中
に
白
い
蝶
が
舞
っ
て
い
る
よ
う
な
映
画
。
い
や
、

砂
漠
の
中
に
白
骨
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
よ
う
な
映
画
。
い
や
、
ス
ペ

ー
ド
の
女
王
が
黒
い
レ
ー
ス
の
扇
を
振
り
な
が
ら
赤
い
ス
カ
ー
ト

を
廻
転
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
・
メ
キ
シ
コ
。
西
ド

イ
ツ
合
作
の
一
九
八
三
年
作
の
一
時
間
四
十
五
分
の
色
彩
映
画
。

出
だ
し
か
ら
気
ど
っ
た
の
は
、
こ
の
映
画
が
グ
ロ
テ
ス
ク
・
バ
ロ

ッ
ク
の
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
を
思
わ
せ
る
映
画
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

十
四
歳
の
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
が
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
を
倒
し
、
そ
の
炎

が
カ
ー
テ
ン
に
燃
え
あ
が
っ
て
、
祖
母
と
二
人
暮
ら
し
の
豪
華
な

る
屋
敷
を
灰
に
し
た
。

老
女
の
夫
は
密
輸
入
で
巨
財
を
残
し
死
亡
し
て
い
る
。
か
く
て

こ
の
老
女
は
孫
娘
と
た
っ
た
二
人
暮
ら
し
。

し
か
し
そ
の
祖
母
は
十
四
人
の
召
使
い
を
ア
ゴ
で
あ
し
ら
っ
て

い
る
家
長
。

そ
れ
が
一
夜
一
瞬
に
し
て
全
財
産
を
灰
に
し
た
。
老
女
は
そ
れ

、
、
、

で
孫
娘
の
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
か
ら
だ
を
資
本
に
富
を
取
り
戻
そ
う

と
し
た
。

か
く
て
老
女
と
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
旅
。
ゆ
く
先
ざ
き
に
天
幕
を

張
り
、
老
女
は
天
幕
の
前
を
行
き
来
す
る
男
を
呼
ん
だ
。

老
女
の
か
ら
だ
に
は
次
第
に
宝
石
が
ふ
え
て
い
っ
た
。
天
幕
も

華
や
か
に
飾
り
、
老
女
の
指
、
胸
、
首
、
頭
髪
に
は
宝
石
の
き
ら

め
き
が
悪
魔
の
目
を
思
わ
せ
た
。
老
女
は
杖
を
振
り
上
げ
招
い
て

曲

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ぱ
つ
く
●

月
夜
に
魔
女
の
歌
を

聞
く
ご
と
き

「
エ
レ
ン
デ
ィ
‐
ラ
」

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

ゆ

天
幕
内
へ
男
を
入
れ
る
。

村
か
ら
村
、
町
か
ら
町
。
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
い
る
天
幕
は
、
い

つ
し
か
男
と
い
う
男
の
噂
の
種
と
な
っ
た
。
つ
い
に
は
男
た
ち
は

、
、
、

行
列
を
な
し
て
、
そ
の
五
十
数
人
が
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
か
ら
だ
を

買
う
た
め
朝
か
ら
気
な
が
に
夕
刻
ま
で
行
列
の
中
に
待
っ
た
。
町

の
病
型
元
女
た
ち
が
、
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
天
幕
を
叩
き
つ
ぶ
さ
ん
と

し
た
が
老
女
は
男
た
ち
に
命
じ
て
天
幕
を
守
ら
せ
た
。

十
四
歳
の
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
は
祖
母
の
い
う
が
ま
ま
に
数
知
れ
ぬ

男
た
ち
に
望
み
を
と
げ
さ
せ
た
が
、
快
楽
も
嫌
悪
も
彼
女
に
は
な

く
祖
母
の
命
令
に
し
た
が
う
こ
と
の
ほ
か
は
何
も
考
え
る
こ
と
を

知
ら
ぬ
少
女
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
夜
、
す
べ
て
の
客
を
満
足
さ
せ
、
祖
母
が
ロ
ー
ソ

ク
の
光
の
中
で
今
宵
の
ゼ
ニ
か
ん
じ
よ
う
を
し
て
い
る
と
き
、
一

人
の
少
年
が
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
天
幕
内
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
来
た
。

「
名
前
は
？
」
「
ユ
リ
シ
ス
」
そ
の
若
者
は
父
の
農
園
か
ら
も

ぎ
と
っ
て
き
た
と
い
う
オ
レ
ン
ジ
を
三
個
持
っ
て
い
た
。
そ
の
オ

レ
ン
ジ
の
中
に
は
本
物
の
ダ
イ
ヤ
が
一
個
づ
っ
納
っ
て
い
た
。

エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
は
初
め
て
恋
を
知
っ
た
。
愛
を
知
っ
た
。
二
人

は
古
い
車
で
逃
げ
た
。
し
か
し
少
年
の
父
と
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
の
祖

母
に
砂
漠
の
ま
ん
中
で
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
は
ベ
ッ
ド
に
鎖
で
つ
な
が
れ
て
し

ま
っ
た
。
祖
母
は
楽
師
た
ち
に
音
楽
を
演
奏
さ
せ
、
天
幕
の
ま
わ

’
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り
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
男
た
ち
を
む
ら
が
ら
せ
た
。

エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
は
、
祖
母
が
風
呂
に
つ
か
っ
た
と
き
、
熱
湯
で

祖
母
を
殺
そ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
殺
意
を
知
っ
た
祖
母
は
「
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
ノ
．
」

と
叫
ん
で
晩
み
つ
け
た
。

｢ エレンディラ」より

こ
の
こ
ろ
か
ら
祖
母
は
、
両
眼
を
ひ
ら
い
た
ま
ま
寝
言
を
い
う

よ
う
に
な
っ
た
。
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
が
ユ
リ
シ
ス
少
年
と
夜
半
に
抱

き
合
っ
て
い
る
と
き
に
も
、
両
眼
を
開
い
た
ま
ま
祖
母
は
そ
の
二

人
を
み
な
が
ら
も
、
あ
ら
ぬ
寝
言
を
悪
魔
の
歌
の
よ
う
に
と
な
え

る
の
で
あ
っ
た
。

エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
と
ユ
リ
シ
ス
は
こ
の
老
女
を
殺
す
決
心
を
し

た
。
こ
の
幻
覚
童
話
型
の
映
画
の
こ
れ
か
ら
先
は
申
す
ま
い
。

×

こ
の
祖
母
を
演
じ
る
の
が
ギ
リ
シ
ャ
映
画
の
名
女
優
イ
レ
ー
ネ

。
。
ハ
パ
ス
。
「
エ
レ
ク
ト
ラ
」
「
イ
フ
ゲ
ニ
ア
」
「
砂
漠
の
ラ
イ
オ

ン
」
「
そ
の
男
ゾ
ル
バ
」
「
ト
ロ
イ
の
女
た
ち
」
。
ま
だ
ま
だ
出
演

作
は
多
い
。
数
え
る
と
彼
女
こ
と
し
五
十
五
歳
。
つ
い
に
こ
の
老

醜
の
悪
女
を
堂
々
た
る
貫
録
見
せ
て
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
映
画
の
ベ
テ
ィ
・
デ
ヴ
ィ
ュ
が
「
何
が
ジ
ェ
ー
ン
に
起
こ

っ
た
か
？
」
の
醜
悪
な
る
老
女
を
演
じ
た
の
も
彼
女
の
五
十
四
歳

の
と
き
だ
っ
た
。
女
優
も
こ
の
年
齢
を
迎
え
る
や
思
い
き
っ
た
悪

女
が
演
じ
た
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
レ
ン
デ
ィ
ラ
」
の
祖
母

が
つ
い
に
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
…
…
凄
い
。
グ
ロ
テ
ス
ク
。
目
を

伏
せ
た
ら
残
酷
が
毒
色
の
虹
を
空
に
か
け
た
。
彼
女
は
喉
を
か
き

切
ら
れ
、
み
ど
り
の
血
を
流
す
。

×

こ
の
異
様
な
グ
ロ
テ
ス
ク
映
画
に
は
、
し
か
も
伝
説
民
話
の
美

し
さ
が
あ
ふ
れ
、
シ
ュ
ー
ル
な
バ
レ
エ
を
見
る
ご
と
く
、
詩
の
ろ

う
ど
く
に
耳
を
か
た
む
け
る
夢
ご
こ
ち
さ
え
も
感
じ
さ
す
。

原
作
は
日
本
に
も
「
旅
長
の
秋
」
「
百
年
の
孤
独
」
こ
の
二
作

の
翻
訳
も
出
て
い
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
Ⅱ
マ
ル
ケ
ス
の
一

九
七
二
年
の
作
。

監
督
は
リ
ュ
イ
・
グ
ェ
ッ
ラ
。
す
で
に
六
本
の
作
品
を
発
表
し

て
い
る
が
彼
の
作
品
は
日
本
で
の
公
開
は
こ
れ
が
最
初
。

エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
に
扮
す
る
の
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
。
オ
ハ
ナ
。
初

め
て
見
る
少
女
女
優
で
あ
る
。

東
京
で
は
こ
の
映
画
、
先
ず
最
初
に
渋
谷
の
パ
ル
コ
３
で
三
月

末
か
ら
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
。
そ
し
て
つ
い
で
各
都
市
で
の
公
開

と
な
る
。
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雲

☆
現
代
版
画

ロ
ン
ド
ン
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展

４
月
７
日
（
土
）
’
５
月
６
日
（
日
）

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

一
般
７
０
０
円
高
大
生
４
５
０
円

小
中
生
３
０
０
円

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
和

年
代
は
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
興
隆

期
。
広
告
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

直
接
の
テ
ー
マ
に
、
特
に
版
画

と
い
う
形
で
効
果
的
に
発
展
し

と
し
、
そ
の
名
女
形
ぶ
り
は
多

く
の
京
劇
フ
ァ
ン
に
深
い
印
象

を
与
え
て
い
る
。

そ
の
芸
風
は
息
子
・
梅
喋
玖

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
〃
京
劇

界
最
後
の
女
形
″
と
し
て
人
気

が
高
く
、
世
界
各
国
か
ら
フ
ァ

ン
が
か
け
つ
け
る
ほ
ど
で
あ
る

そ
の
彼
の
初
の
本
格
的
日
本
公

演
、
こ
れ
に
姉
・
梅
凍
訓
の
特

別
参
加
、
神
技
と
い
わ
れ
る
李

元
春
の
孫
悟
空
も
の
な
ど
盛
り

沢
山
の
演
目
と
話
題
で
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

ご
美

術

★
よ
み
が
え
る
梅
蘭
芳
″

北
京
京
劇
院
神
戸
公
演

４
月
詔
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
７
０
０
０
円
Ａ
６
０
０
０
円

Ｂ
５
０
０
０
円
Ｃ
４
０
０
０
円
Ｄ
３

０
０
０
円

今
世
紀
最
も
傑
出
し
た
〃
芸

術
大
師
″
と
尊
称
さ
れ
た
没
後

別
余
年
の
今
な
お
親
し
ま
れ
て

い
る
名
優
・
梅
蘭
芳
は
、
国
際

的
な
公
演
活
動
に
よ
り
、
京
劇

を
〃
世
界
三
大
芸
術
″
と
い
わ

れ
る
ま
で
に
昇
華
さ
せ
た
。

眠りやがれベービーノ
Ｒ・リキテンスタイン

今
回
は
、
版
画
作
品
第
一
作

〃
貧
し
き
食
事
″
か
ら
晩
年
の

エ
ロ
チ
イ
カ
・
シ
リ
ー
ズ
ま
で

ピ
カ
ソ
の
主
要
版
画
作
品
す
べ

て
を
網
羅
し
た
１
２
７
点
が
一

挙
に
展
示
さ
れ
る
。

☆
本
展
に
愛
読
者
・
ペ
ア
、
組
（
計
”
名
）

を
ご
招
待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
の

う
え
、
神
戸
っ
子
「
ピ
カ
ソ
」
係
ま
で
。

４
月
晒
日
締
切
。

☆
「
ピ
カ
ソ
版
画
展
」

４
月
釦
日
（
金
）
１
．
５
月
躯
日
（
火
）

ナ
ピ
オ
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
ｎ
時
１
，
時

一
般
６
０
０
円
（
７
０
０
円
）
高
大
生

４
０
０
円
（
５
０
０
円
）
小
中
生
２
５

０
円
（
３
０
０
円
）
（
）
は
当
日

別
世
紀
最
大
の
画
家
で
あ
り

ま
た
版
画
家
で
も
あ
る
ピ
カ
ソ

そ
の
虹
年
の
生
涯
に
生
み
出
さ

れ
た
作
品
数
は
２
万
数
千
点
と

い
わ
れ
、
中
で
も
２
千
点
を
こ

え
る
版
画
は
絵
画
同
様
ピ
カ
ソ

の
高
い
芸
術
性
と
多
彩
な
技
法

鋭
い
人
間
観
察
を
も
っ
て
私
た

ち
を
魅
了
し
て
く
れ
る
。

ピ
カ
ソ
の
作
品
は
、
極
め
て

変
化
に
富
ん
で
お
り
、
そ
の
モ

チ
ー
フ
の
多
様
さ
、
表
現
の
多

様
さ
は
歴
史
的
に
も
類
を
見
な

い
◎

亀
：
薗
蔓

灘
作躯子をかぶった女の胸像

た
別
ｌ
和
年
代
の
現
代
美
術
の

動
向
を
辿
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｒ

・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
Ｄ
・
ホ
ッ
ク

一
一
ｌ
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
・
ダ

イ
ン
、
Ｊ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
Ｒ

・
リ
キ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
と

い
え
ば
現
代
美
術
の
い
わ
ば
老

舗
的
存
在
、
現
在
進
行
中
の
ア

ー
ト
と
比
較
す
る
と
や
は
り
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
感
も
あ
る

が
、
本
場
の
も
の
だ
け
あ
っ
て

充
分
楽
し
め
る
。

☆
愛
読
者
加
名
様
を
御
招
待
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
「
現
代
版

画
展
」
係
ま
で
。

梅
間
芳

は
「
貴
妃

酔
酒
」
「
大

登
殿
」
「
宇

宙
峰
」
な

ど
を
得
意

☆
神
戸
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る

春
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

神
戸
音
楽
家
協
会
所
属
の
中

堅
、
ベ
テ
ラ
ン
の
演
奏
家
た
ち

１
ト
が
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
。

幕
開
け
は
、
豊
か
な
声
量
と

卓
抜
し
た
歌
唱
力
を
も
つ
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
の
井
上
和
代
で
、
中

村
茂
隆
が
彼
女
の
歌
唱
力
を
念

頭
に
置
い
て
作
曲
し
た
歌
曲

「
美
し
い
海
」
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の

「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
土
人
の
歌
」

を
、
第
二
部
は
、
ピ
ァ
ー
ー
ス
ト

の
尾
熊
志
津
江
が
矢
代
秋
雄
作

曲
の
「
ピ
ア
ノ
。
ソ
ナ
タ
」
、
Ａ
・

ベ
ル
ク
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
、

第
三
部
は
、
フ
ル
ー
ト
界
の
実

豊
》
鐘
》鱒

｢孫悟牽１

溌
鱒
崎

力
派
・
持
田
洋
が
武
満
徹
作
曲

の
ア
ル
ト
。
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ

ー
の
為
の
「
海
へ
」
、
Ｇ
・
ペ
ト

ラ
ッ
シ
の
一
人
の
奏
者
に
よ
る

畠１
１３４
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☆
地
人
会
公
演
ｌ
は
な
れ
曹
女
お
り

ん
ｌ
有
馬
稲
子

狙
日
（
水
）
ｌ
翠
日
（
日
）
塑
時
蛎
分
弱

日
の
み
咽
時
半
）
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
３
０
０
０
円
労
演
会
員
２

５
０
０
円

☆
林
与
一
奮
闘
公
演

１
松
識
輝
誕
難
生
飛
燕
ｎ
場
）

は
る
す
が
た
き
よ
う
の
腿
ぎ
わ
い

２
春
姿
京
の
賑
（
７
塁
界
）

濁
日
（
水
）
ｕ
時
躯
時
半
神
戸
国
際

会
館
Ｓ
Ｓ
４
５
０
０
円
Ｓ
４
０
０

０
円
Ａ
３
０
０
０
円
Ｂ
２
０
０
０
円

☆
劇
団
夢
の
遊
眠
社
第
型
回
公
演

の
け
も
の
き
た
り
て

国
固
缶
、
用
、
。
缶
ご
く
因
里
自
野
欧
降
臨

５
月
ｎ
日
（
金
）
、
時
狸
日
（
土
）
皿
時

狙
時
芦
屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
前
売
２

６
０
０
円
当
日
２
８
０
０
円

哩
日
（
木
）
Ｉ
邸
日
（
土
）
畑
時
半
（
Ｍ
日

の
み
廻
時
半
）
神
一
足
入
化
小
ホ
ー
ル

５
０
０
口
肥

☆
あ
し
や
。
シ
ネ
マ
・
ナ
ウ
第
４
回
名

画
上
映
会
八
映
画
の
原
点
を
さ
ぐ
る
ｖ

辿
日
（
土
）
週
時
開
場
芦
屋
市
民
セ
ン

タ
ー
（
ル
ナ
ホ
ー
ル
南
隣
）
３
０
１
号
室

「
市
民
ケ
ー
ン
」
過
時
血
時
如
分

「
道
」
鵡
時
⑱
分

８
０
０
円
辿
絡
先
／
吉
田
（
夜
間
の

み
）
０
７
９
７
１
３
１
１
０
９
０
０

環
：

★
市
民
映
画
劇
場

「
モ
ス
ク
ワ
は
涙
を
信
じ
な
い
」

で
都
の
大

り
学
に
入
学

よ
す
る
と
こ

』海
ろ
か
ら
始

陸
ま
り
、
釦

才
で
渡
唐

フ
ル
ー
ト
、
ア
ル
ト
フ
ル
ー
ト

ピ
ッ
コ
ロ
の
為
の
「
ス
ー
フ
ル
」

を
演
奏
す
る
。
「
海
へ
」
で
は
、

神
戸
在
住
の
ギ
タ
リ
ス
ト
・
山

崎
繁
が
協
演
す
る
。

豪
華
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
精
選

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
般

愛
好
者
に
も
専
門
家
に
も
興
味

の
深
い
一
夜
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

☆
神
一
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

粗
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
記
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
－
２
０
０
円
高
校
生
以
下
７
０
０

円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

国
蔓

玲
お
も
し
る
ジ
ャ
ズ
学
級
－
春
は
デ

ィ
キ
シ
ー
と
ス
イ
ン
グ
・
ビ
ー
ト
に
乗

っ
て
１

１
日
（
日
）
型
時
半
神
戸
外
国
倶
塞
蔀

１
８
０
０
円

★
小
林
と
し
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ー
ピ
ア
ノ
・
歩
み
・
人
生
・
夢
１

１
日
（
日
）
狙
時
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０

０
円

★
ビ
ー
ト
ル
ズ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル４日

（
水
）
、
時
半
廻
時
半
神
古
文

化
小
ホ
ー
ル
前
売
８
０
０
円
当
日

１
０
０
０
円

☆
弦
楽
四
重
奏
の
タ
ベ
ク
ロ
イ
ツ
弦

楽
四
重
奏
団

５
日
（
木
）
廻
時
神
声
文
化
中
ホ
ー
ル

－
８
０
０
円

☆
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
１

大
冨
栄
里
子
佐
藤
詫
蚤
中
村
淑
子

田
添
圭
子

６
日
（
金
）
鵡
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル
－
８
０
０
円

☆
神
戸
親
子
劇
埋
第
弱
回
例
会
音
楽
会

「
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス
」

７
日
（
土
）
過
時
巧
時
半
神
戸
文
化

の
９
回
目
の
定
期
演
奏
会
。

曲
目
は
プ
リ
テ
ン
の
マ
チ
ネ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
２
番

一
一
長
調
Ｋ
狐
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

交
響
曲
第
１
番
ハ
短
調
作
品
銘

〃
鼠
》
鍵

指
揮
・
朝
比
奈
千
足
。
フ
ル

ー
ト
独
奏
は
昭
和
弘
年
よ
り
神

戸
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
に
在

籍
を
し
て
い
る
倉
田
法
子
。
春

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
期
待
で

大
ホ
ー
ル

☆
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
音
頭
発
表
会

ｎ
日
（
水
）
咽
時
半
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

☆
第
６
回
こ
う
べ
芸
文
音
楽
会
Ⅱ
新
進

音
楽
家
ｌ
飛
朔
の
た
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

幸
田
知
子
阿
部
雪
子
横
山
裕
子

高
山
惇
俣
野
由
美
橋
際
和
江
増

井
一
友
吉
岡
美
恵
子

、
日
（
金
）
咽
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
１
０
０
０
円

★
新
進
演
奏
家
の
夕
べ

Ⅳ
日
（
火
）
狙
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
５
０
０
円

☆
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会
円
広
志
コ
ン

サ
ー
ト

幻
日
（
土
）
胆
時
神
戸
市
教
育
会
館

☆
マ
リ
ア
ー
ノ
・
モ
ー
レ
ス
楽
団

〃
エ
ル
・
タ
ン
ゴ
〃

型
日
（
火
）
岨
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
般
３
０
０
０
円
民
音
会
員
２

８
０
０
円

★
麻
倉
未
希
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
火
）
狙
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
２
５
０
０
円
Ａ
２
２
０
０
円

し
、
密
教
の
全
て
を
伝
授
さ
れ

て
、
再
び
帰
国
。
や
が
て
日
本

に
壮
大
な
思
想
と
文
化
を
広
め

る
空
海
伍
年
間
の
生
涯
を
描
い

て
い
る
。

☆
出
演
／
北
大
路
欣
也
、
加
藤
剛
、
小
川

真
由
美
、
西
村
晃
、
丹
波
哲
郎
ほ
か
。

４
月
Ｍ
日
よ
り
三
宮
東
映
に
て
公
閉

た
空
海
は
、
両
親
を
は
じ
め
一

族
の
熱
い
期
待
を
担
っ
て
旧
才

１
１３５
１

砲
：

き
そ
う
・
・
・
。

★
ポ
ー
ト
ピ
ア
ス
プ
リ
ン
グ
ボ

ー
ル
〃
ダ
ン
ス
＆
デ
ィ
ナ
ー
″

４
月
６
日
（
金
）
６
時
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

理
・
飲
物
・
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
共
）

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
で

心
ゆ
く
ま
で
ダ
ン
ス
を
ど
う
ぞ

一
一
一
雪
辱
〈
〈
映
画

☆
大
巨
人
〃
空
海
″
の
熱
い
生

涯
を
描
く
歴
史
ロ
マ
ン
ノ
．

７
７
４
年
、
四
国
に
生
ま
れ

忽
詩

★
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

黄
金
の
惜
展
４
／
野
１
５
／
９

伊
藤
鹿
之
助
・
兼
行
武
四
郎
・
小
磯
良

平
・
小
松
益
喜
・
須
田
弧
太

★
そ
ご
う
美
術
画
廊

第
６
回
丹
波
陶
友
会
展３

／
鋤
１
４
／
４

古
宇
田
公
仁
油
絵
展
４
／
６
１
ｕ

第
５
回
備
畷
三
村
陶
伯
陶
芸
展

４
／
皿
ｌ
昭

二
紀
会
同
人
佐
野
弘
製
作
展

４
／
釦
Ｉ
詣

☆
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
葉
会
第
、
回
記
念
展
４
／
、
ｌ
巧

☆
大
丸
美
術
画
廊

春
虹
会
日
本
画
３
／
”
１
４
／
３

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
ラ
ス
工
芸
展４

／
５
１
ｍ

昭
生
会
洋
画
８
人
展
４
／
狸
１
ｍ

☆
香
雪
美
術
館

春
季
特
別
展
『
甲
胃
と
刀
剣
」

３
／
躯
１
４
／
狸

☆
住
吉
倶
楽
部

今
年
の
桜
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な

「
と
っ
て
お
き
の
お
弁
当
箱
展
」

３
／
顕
１
４
／
４

女
の
小
物
・
男
の
小
物
展
４
／
６
１
町
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一

幼
児
期
か
ら
福
祉
の
心
を

今
回
発
行
の
啓
発
紙
「
通
勤
の
し
お

り
地
刊
」
邦
七
七
号
は
、
「
幼
児
期
か

ら
福
祉
の
心
を
」
テ
ー
マ
で
す
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
各
家
庭
の
誕
生
祝
い
や
、
幼
稚
園
・

保
育
園
で
の
本
運
動
へ
協
力
の
様
子
や

親
の
願
い
。

②
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
障
害
を
も
つ

友
達
と
の
肌
の
ふ
れ
あ
い
の
統
合
保
育

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ

き
、
幼
児
期
か
ら
の
福
祉
の
心
の
育
て

方
に
つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の

契
機
と
し
て
、
子
ど
も
の
本
連
動
参
加

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

具
体
的
に
は
、

③
各
家
庭
で
の
子
ど
も
の
誕
生
祝
い
に

本
巡
動
の
桁
到
と
取
り
い
れ
て
く
だ
さ

る
家
庭
が
、
さ
ら
に
多
く
な
れ
ば
と
念

願
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ク
チ
コ

ミ
で
友
人
・
知
人
に
呼
び
か
け
て
く
だ

さ
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

⑨
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
誕
生
会
で
木

運
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
園
は
、
神

一
足
巾
を
始
必
大
阪
府
、
京
都
府
、
滋
賀

県
、
和
歌
山
県
、
新
潟
県
、
広
島
県
、

島
根
県
な
ど
百
十
八
園
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。み

な
さ
ん
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

の
在
園
・
卒
園
さ
れ
た
園
な
ど
に
、
本

迎
動
の
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

詳
細
は
、
左
記
の
本
通
勤
事
務
所
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

艇
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

卿
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

☆
第
Ｍ
回
神
戸
ま
つ
り
の

要
項
が
決
ま
る

第
皿
回
神
戸
ま
つ
り
の
サ
ブ

テ
ー
マ
は
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
が
や
っ
て
く
る
」
と
ユ
ニ
バ

色
豊
か
な
ま
つ
り
に
な
る
。
ま

た
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
が
積
極
的
に

取
組
み
、
前
夜
祭
を
５
月
四
日

（
土
）
噴
水
広
場
と
市
民
広
場
で

「
国
際
デ
ザ
ー
ト
フ
エ
ア
」
を

展
開
す
る
。
ま
つ
り
当
日
５
月

即
日
（
日
）
は
第
２
回
国
際
市
民

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
彩
る
。

パ
レ
ー
ド
は
例
年
ど
お
り
市
庁

舎
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
附
近
を

会
場
に
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

が
開
れ
る
。

☆
須
磨
水
族
館
が
新
し
く
な
る

開
館
以
来
”
年
を
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
、
展
示
の
陳
腐

化
を
一
新
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
都
市
神
戸
の
施
設
、
リ
ゾ
ー

ト
地
の
中
核
と
し
て
現
水
族
館

が
新
し
く
建
て
変
え
ら
れ
る
。

新
水
族
館
は
、
現
在
の
一
一
倍

の
規
模
で
水
量
は
千
六
百
六
十

ト
ン
と
五
倍
以
上
に
な
る
。

世
界
の
魚
コ
ー
ナ
ー
に
「
ピ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

４
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☆
未
来
派
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ

ー
ン
三
宮
に
オ
ー
プ
ン

対
話
を
大
切
に
し
た
売
場
作

り
を
め
ざ
し
て
い
る
星
電
社
が

現
三
宮
本
店
南
側
に
別
館
を
増

設
す
る
。
敷
地
面
積
は
、
９
９
．

０
８
㎡
で
、
地
上
８
Ｆ
、
地
下
１

Ｆ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ピ
ル
だ
。

別
館
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品

イ
ン
テ
リ
ア
関
連
商
品
を
販
売

す
る
予
定
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か

ら
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
衛
星
通
信
な

ど
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
も
導
入
さ

れ
、
お
客
様
が
自
由
に
使
え
る

ラ
ニ
ァ
水
槽
の
通
り
抜
け
」
が

造
ら
れ
、
小
魚
等
の
え
さ
を
ピ

ラ
ニ
ア
が
食
べ
る
様
子
が
見
ら

れ
る
な
ど
新
趣
向
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。

今後さらに期待できそうな星睡社本社ピル

ピラニア水槽も作られる
水族館完成予想図

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ス
ペ
ー
ス
も
で
き
る
。
最
新
情

報
は
星
電
社
で
手
に
入
れ
よ

シ
ワ
。☆

ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
社

よ
り
ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

２
月
犯
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ァ
ホ
テ
ル
・
借
楽
の
間
で
「
Ｅ

Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
・
弧

Ｇ
Ｍ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
と
題
し
て

米
国
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
車

の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
・
ピ
ュ
イ
ッ

ク
・
ポ
ン
テ
ア
ッ
ク
・
シ
ポ
レ

ー
な
ど
各
車
の
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル

展
示
試
乗
会
が
催
さ
れ
た
。

シ
ボ
レ
ー
コ
ル
ペ
ッ
ト
、
ポ

ン
テ
ア
ッ
ク
フ
イ
エ
ロ
Ｓ
Ｅ
、

話題をさらったニューコルペット
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概
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一

一
な
も
の
。
言
葉
が
憤
死
し
て
い
る
昨
今
．

一
議
蕊
一

一
錘
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識
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椎
謝
溌

一
騨
鍵
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☆
楽
し
さ
わ
く
わ
く

Ⅶ
兵
庫
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
気

軽
に
、
花
と
緑
の
東
播
磨
路
で

お
楽
し
み
い
た
だ
く
た
め
、

「
狐
ひ
ょ
う
ご
花
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
。

会
期
は
４
月
豹
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
。
播
磨
中
央
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
多
彩

な
催
し
を
展
開
。
入
場
料
は
ほ

と
ん
ど
無
料
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
向

け
て
、
ご
家
族
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
な
ど
グ
ル
ー
プ
参
加
を

企
画
し
て
は
い
か
が
。

●
ラ
ヅ
ッ
＆
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
特
別
ご

招
待
。
５
月
３
日
鯉
時
半
１
２
時
半
（
小

花時計新
し
い
界
隈
の
誕
生

春
一
番
、
ワ
ー
ル
ド
の
本

社
ビ
ル
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
一
角
に
そ
の
美
し
い
姿

を
見
せ
神
戸
っ
子
の
話
題
を

さ
ら
っ
て
い
る
。
既
に
竣
工

し
た
ジ
ャ
ヴ
ア
本
社
ピ
ル
、

田
崎
真
珠
ピ
ル
、
キ
ム
ラ
タ

ン
ビ
ル
な
ど
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

ン
の
中
核
に
な
る
ピ
ル
群
が

雨
決
行
）
播
磨
中
央
公
園
（
加
東
郡
滝
野
）

宮
０
７
９
５
４
１
８
‐
４
６
４
０

先
着
順
１
０
０
０
組
ま
で
。
申
込
は
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
臓
業
、
大
人
・
子
ど
も
別
に
鑑
賞

希
望
人
員
を
記
入
の
う
え
、
４
月
加
日
ま

で
に
県
文
化
室
へ
。

、
花
の
笑
待
席
特
別
ご
招
待

４
月
訓
日
狸
時
半
１
２
時
（
小
雨
決
行
）

播
磨
中
央
公
園
。
オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
、

今
い
く
よ
・
く
る
よ
、
西
川
の
り
お
・
上

≦摩、／

★
ア
ン
ド
レ
・
ブ
リ
ュ
ー
ネ
純
銀
事
が
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
、
鋤
年
間
の
日
仏

文
化
交
流
の
貢
献
に
対
し
て
〃
国
家
功

労
賞
″
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

★
本
誌
の
表
紙
を
虹
年
間
飾
る
、
小
磯

良
平
画
伯
文
化
勲
章
受
章
の
神
戸
で
の

お
祝
い
会
を
、
３
月
塑
日
ポ
ー
ピ
ァ
ホ

テ
ル
で
、
県
、
市
、
商
工
会
議
所
ら
の

主
催
で
開
か
れ
る
。
ま
た
大
阪
阪
神
百

貨
店
で
、
翌
日
か
ら
武
田
薬
品
Ｋ
Ｋ
が

所
蔵
し
て
い
た
薬
草
の
ス
ケ
ッ
チ
剛
点

油
絵
如
点
の
貴
重
な
展
覧
会
が
開
か
れ

ま
す
。

☆
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
（
畑
崎
広
敏
社

長
）
の
新
本
社
ピ
ル
が
、
〒
卸
神
戸
市

中
央
区
港
島
中
町
６
ノ
８
ノ
ー
、
茸
叩

（
３
０
２
）
５
７
０
０

★
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
（
代
表
取
締
役

細
川
数
夫
）
の
新
本
社
ビ
ル
は
〒
剛
神

戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
８
ノ
２

に
。
茸
０
７
８
（
３
０
２
）
８
２
８
２

（
代
表
）
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
３
０
２
）
８

０
８
１

☆
㈲
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
製
菓
（
バ
レ
ン

タ
イ
ン
。
Ｆ
・
モ
ロ
ゾ
フ
代
表
取
締

役
）
の
新
本
社
ピ
ル
は
神
戸
市
中
央
灰

港
島
中
町
７
丁
目
７
１
３
、
宮
０
７
８

（
３
０
２
）
８
５
０
０
（
代
表
）
に
。

☆
全
国
き
も
の
指
導
者
協
会
認
定
／
京

都
高
林
系
〃
神
戸
き
も
の
着
つ
け
学

院
″
（
河
崎
聖
子
学
院
長
）
の
新
教
室

は
〒
剛
神
戸
市
東
漣
区
岡
本
１
丁
目
３

ノ
即
清
光
ピ
ル
鋤
号
室
厨
叫
４
５
１
）

０
０
５
０
で
。

☆
Ｌ
・
Ｉ
・
Ｃ
（
ル
ッ
ク
・
イ
ン
フ
ナ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
青

木
幸
夫
社
長
は
、
ル
ッ
ク
フ
ァ
イ
プ
よ

り
独
立
。
〒
剛
中
央
区
港
島
中
町
６
丁

目
９
番
地
ノ
ー
国
際
交
流
会
館
７
Ｆ
。

☆
先
月
号
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
の
藤
沢
硝
子
先
生
を
知
香
流
と
紹
介

い
た
し
ま
し
た
が
、
同
派
に
は
属
し
て

お
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

彩
り
豊
か
な
神
戸
発
の
う
一

ア
ッ
シ
ョ
ン
文
化
が
全
日
本
一

に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
だ
る
一

う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
一

大
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
集
団
が
個
幸

々
に
装
い
を
凝
ら
し
て
研
を
一

競
う
の
は
い
い
と
し
て
不
安
一

材
料
も
な
く
は
な
い
。
一
貫
一

し
た
ポ
リ
シ
ー
に
欠
け
は
し
一

な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
圭

れ
だ
け
の
壮
大
な
仕
掛
け
に
一

哲
学
的
支
柱
が
な
け
れ
ば
て
一

ん
で
ば
ら
ば
ら
に
な
り
か
ね
一

な
い
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
一

も
う
ひ
と
つ
は
椅
肥
な
だ
け
一

で
は
界
隈
性
が
生
ま
れ
な
い
一

と
い
う
こ
と
で
あ
る
八
Ｙ
Ｖ
－

方
よ
し
お
、
大
平
サ
プ
ロ
ー
・
シ
ロ
ー
ら

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
で
爆
笑
の
ス
テ
ー
ジ
。

先
着
順
１
０
０
０
組
ま
で
。
申
込
み
要
領

は
、
前
に
同
じ
。

●
Ⅷ
ミ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
募
集

胆
Ｉ
調
歳
の
明
る
く
て
健
康
な
女
性
（
関

西
在
住
）
。
逸
考
の
う
え
ク
イ
ー
ン
－
人
、

準
ク
イ
ー
ン
２
人
選
出
。
批
金
海
外
旅
行

と
副
賞
等
の
豪
華
商
品
贈
呈
。
申
込
み
は

全
身
、
上
半
身
の
カ
ラ
ー
写
真
２
枚
、
履

歴
書
１
通
、
伽
字
詰
め
原
稲
用
紙
１
枚
以

内
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
、
返
信
用
封
筒
を
添
え

て
、
３
月
誕
日
ま
で
に
県
文
化
室
へ
。

ｅ
ち
び
っ
子
網
引
大
会
チ
ー
ム
募
集

５
月
５
日
加
時
築
合
（
雨
天
中
止
）
播
磨

中
央
公
園
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

５
月
３
日
９
時
集
合
（
雨
天
中
止
）
播
磨

中
央
公
園
。

内
容
ペ
ア
ー
マ
ラ
ソ
ソ
の
部
（
３
Ｋ
Ｍ
）

一
般
の
部
（
６
Ｋ
Ｍ
１
ｍ
名
）
参
加
費

１
人
知
円
（
当
日
払
い
）
高
齢
者
診
断
書
要

☆
す
べ
て
詳
し
く
は
、
県
文
化
室
・
〒
６

５
０
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
丁
目

ｍ
ｌ
ｌ
言
０
７
８
‐
３
４
１
１
７
７
１

１
内
線
３
２
８
３
．
４
３
８
３

属
②
国
邑
弔
①
切
目

そ
ろ
い
、
シ
ヤ
ル
レ
や
ニ
ッ

ク
ピ
ル
な
ど
も
先
行
し
て
お

り
よ
う
や
く
ひ
と
つ
の
群
が

形
成
さ
れ
て
き
た
。

と
く
に
ジ
ヤ
ヴ
ア
、
ワ
ー

ル
ド
の
一
角
は
何
ん
と
な
く

栖
落
れ
た
界
隈
を
作
り
出
し

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
雰
囲

気
が
標
よ
い
始
め
て
、
大
変

素
晴
ら
し
い
小
粋
な
も
の
だ

こ
れ
で
来
夏
帥
年
の
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
が
開
催
さ
れ

る
頃
に
は
妃
社
の
ピ
ル
が
竣

工
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る

こ
れ
が
実
現
す
る
と
ま
さ

に
大
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

｢ ' 8 3 年フラワーフェスティバル」
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雪女店ｾ ﾝ ﾀ 皇プラザ1 階元町東店元町I 謎備不二家前名谷方面でのお買物は･ ･ ･
画3 3 1 - 4 9 6 〕念3 9 1 - 0 7 6 8 銅層, 《ﾃ ｨ ｵ 店鋼１Ｗパﾃ ｨ ｵ １番鮪

缶7 蛇- 4 6 鵬
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⑱",‘‘〃ん”KO頭 また帰る日を願って
あなたの青春を
はこびます

" - 坐上 W紬|,'１

圏園笛 、～霊
1１

Ｌ一口二､ 三二〆

＝＝

亀ＬｕＬ 縮J常i熟
小さな引越受付中

２４時間営業／年中無休

【梱包便】電化製品、家具類、エレクトーン、自転車等
美術品、骨董品（どんなワレ物でも御相談に
応じます。但し地域限定）

ユーミノル排ど叉
(〒6 5 8）神戸市東灘区住吉南町１丁目１０－１

本社ａ(078)８２２－１７００(代）
芦屋営業所公(0797)23-6710

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
劇団神戸４月１３，１４，１５日￥1 5 0 0
「金曜のベンチ」「1 3 番ボックス殺人事件」

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、ロ叩日（通粥）ＡＭ１０: 0 0 ～P ・Ｍ８: ００
･ 費用／ホール設備の使用無料６光熱、空調、梼理費のみ実澱
･ 付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音無機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三富町１丁月５－l 住友銀行ビル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進壷３３１－６３０２～３
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